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Continuous observation of aerosols and cloud were performed during the cruse 2010-2011 of ice-breaking research 
vessel “Shirase” with ceilometers. A drastic vertical change of cloud structure and wind direction have been found at 
the Syowa station combained with radiosonde observations. 
 
１．はじめに 
第 52 次南極区地域観測隊（JARE52）の夏行動（晴海 2010.11.11～シドニー沖 2011.3.16）から，我々は第
Ⅷ期計画における一般観測研究として「エアロゾルの観点から見た南大洋から氷縁海域での物質循環過程の
研究」（代表：林 政彦）を開始した。この研究計画の中に一つに，エアロゾルの in situ 測定器とリモー






しらせ第１観測室にはエアロゾル in situ 測定器として，OPC, CPC, エサロメーター，PSAP，ネフェロメー
ターが置かれ，インレットを通じ吸引された大気の物理及び光学的性質が測定される一方，その上の 06 甲
板にはスカイラジオメーターとシーロメーターがエアロゾル及び雲のリモートセンシングとして設置された。 
本研究では，従来の Vaisala のモデル CL31（最大雲底高度：7.5 km）よりも大型で，雲底測定高度も 13 km








るはずである。しかしながら，また，詳細にデータを解析するに至っていない。Fig. 1 は CL51 の 10 分平
均した（減衰）後方散乱係数の往路の時間－高度断面図である。一見してわかるのは，11.24～11.30 まで
のフリーマントルに停泊中（DOY で 328～334）に，高度 2～4 km までに，日変化を伴って大気境界層を含む






による）を示す。昭和基地では気象庁が継続してラジオゾンデ観測を 1 日 2 回行なっているので，2011.1.3, 








Fig. 1 Time-height indication of 
attenuated backscattering coefficient 
measured by the ceilometer CL51 
during JARE52. Unit is 10-5 km-1 sr-1.
 
 
Fig. 2 Time-height indication of 
attenuated backscattering (color) and 
cloud base (black dot) on Jan. 2, 2011 
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